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研究成果の概要：本研究では地球温暖化の高潮・洪水への影響評価に利用することを目的とし

て高潮・洪水の詳細シミュレーションを行うための要素技術の研究開発を行った。その成果と

して、（１）先進的数値計算手法のための氾濫計算アルゴリズムの提案、（２）計算解像度の自

動最適化アルゴリズムの提案、（３）荒川下流氾濫原を対象とした洪水シミュレーションに関す

る応用的研究、について論文及び講演会にて発表した。 
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総 計 2,710,000 405,000 3,115,000 

 
 
研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：防災、自然災害、気候変動、海岸工学、計算物理 
 
１．研究開始当初の背景 
地球温暖化が自然災害に及ぼす影響につ
いて関心が高まっており、特に台風による風
水害については温暖化による台風が大型化
を予測する報告がなされていたことから、従
来の安全基準を再検討する必要があった。 
従来より台風による高潮・洪水の被害予測
には数値シミュレーションが積極的に用い
られてきたが、今後のより詳細な評価のため
には地形等の計算条件を現実に忠実に入力
することが可能な非構造格子法が適してい
ると考えられた。この非構造格子法はハリケ
ーンカトリーナ後の米政府の高潮・洪水計算
でも用いられており、有効性が確かめられて
いるが、計算格子の作成についてシミュレー
ション実施者の経験が乏しく、コストが高い

ことが難点であった。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を受け、本研究では非構造格子
法の中でも特に先進的な Discontinuous 
Galerkin(DG)法を用いて精緻な高潮・洪水シ
ミュレーションを行うために必要な要素技
術の開発を目指した。特に（１）氾濫シミュ
レーションに必要な移動境界手法の開発、
（２）空間解像度の自動最適化手法の開発、
を目指した。また、非構造計算格子の作成に
ついての知見を蓄積することも課題とした。 
 
３．研究の方法 
本研究で取り扱ったDG法は有限体積法が
持つ局所的な保存性と、有限要素法が持つ高
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次補間が可能という特徴を併せ持つ、高精度
な高潮・洪水解析に適した手法である。ただ
し、この手法の高潮・洪水計算の支配方程式
である浅水方程式に適用されたのは最近の
ことであり、高潮・洪水のシミュレーション
に必要な要素技術の開発が進んでいないと
いう課題があった。そこで本研究では、有限
体積法と有限要素法についての過去の研究
を参照しつつ、研究の目的に掲げた要素技術
の開発を行った。 
また、非構造格子法の有効性を確認するた
めに、荒川下流の氾濫原を対象として、有限
要素法による氾濫シミュレーションを行っ
た。 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果として、氾濫シミュレー
ションに必要な移動境界手法を新しく提案
し、雑誌論文として発表した。また、計算実
行中の解像度自動最適化手法についても研
究を進め、これも雑誌論文として発表した。
荒川下流氾濫原の氾濫シミュレーションに
ついては現在、学術講演会において発表した。 
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